
{事爵

人口 232，372人

設事事 74，29富士監事事

(62年 4月 1日現在}

今
回
空
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様

の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
二
一
定
び
市
取
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
期
八
年
間
聞
に

わ
た
り
、
市
由
民
の
出
回
様
と
共
に
積
み
上
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
、
公
正
に
し
て
清
潔
な
市
政
運
営
に
対
す

る
、
温
か
い
ご
理
解
の
た
ま
も
の
と
、
心
か
ら
戚
議

申
し
上
げ
一
ま
す
。

選
挙
智
通
じ
て
、
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意

見
や
ご
要
望
を
、
謙
虚
に
受
け
と
め
、
市
政
に
反
映

話
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
訴

え
て
き
ま
し
た
一
一
十
一
世
紀
を
一
目
前
に
控
え
た
一
平

塚
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
全
力
を
傍
注
す

る
決
ヰ
事
官
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
信
託
に

対
す
ゑ
責
任
の
重
さ
宇
詩
情
感
し
て
お
り
ま
す
。

平
塚
は
、
市
制
施
行
五
十
五
年
の
燈
史
の
な
か

で
、
務
火
と
い
う
大
打
撃
を
受
け
な
が
ら
も
、
先
人

た
ち
の
尊
い
尽
力
に
よ
り
、
都
市
施
設
事
は
じ
め
と

す
る
社
会
資
本
の
蓄
積
が
進
め
ら
れ
、
都
市
と
し
て

の
嵐
績
を
備
え
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
念
宮
整
備
さ
れ
私
作
社
会
資
本
を
有
機
的

に
連
薮
さ
せ
、
新
た
な
街
づ
く
り
の
た
め
の
戦
略
投

資
を
、
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
緊
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
年
度
中
に
新
し
い
平
塚
の
再

発
見
と
剣
造
を
日
指
し
た
「
仮
称
新
平
塚
計
濁
一

を
、
市
良
の
皆
様
の
多
加
の
も
と
に
、
遠
足
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
で
も
、
目
前
づ
く
り
は
、
行
政
だ

け
で
な
く
市
民
の
纂
と
一
緒
に
な
っ
て
、
民
間

活
力
の
参
加
安
得
な
が
ら
、
両
者
が
捕
辺
見
し
、
協
力

し
合
っ
て
、
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
二
寸
一
世
紀
へ
の
進
路
を
誤
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
湘
南
の
拠
占
刊
誌
市
「
平
塚
」
と
し
て
さ
ら

に
躍
進
さ
せ
る
た
め
、
初
心
に
か
え
り
、
市
民
の
皆

様
と
血
の
通
い
あ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
迭
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
倍
旧
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

キ
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噌伊蝿‘

市の華鏡霊童iこ暫開示する三選を果たしたお)11主主一市長

っ
て

選

挙

管

理

委

員
A

部
副
委
員
長

岩
田
辰
蔵

初
援
の
き
ざ
し
を
連
想
す
る
四
月
、
こ
と
も
あ
ろ

う
に
統
一
地
方
翠
あ
投
票
日
・
関
福
音
と
も
寒
冷

の
う
え
ス
ト
ー
ブ
を
引
き
出
す
と
い
う
現
象
に
選
挙

事
務
関
係
者
は
全
く
当
議
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
選
舎
を
無
事
果
た
し
た
い
ま
、
安

堵
(
あ
ん
ど
)
感
に
ひ
た
る
ご
と
が
で
き
る
の
も
、

皆
様
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
ひ
た
す
ら
感
毅
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
今
年
の
選
挙
は
特
筆
子
べ
き
こ
と

が
数
多
く
、
ま
た
中
に
は
記
録
に
残
る
も
の
も
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
第
一
に
県
市
議
員
の
定
数
割
減
ご
あ
り
ま

す
。
県
議
が
四
人
か
ら
一
二
人
に
、
市
議
が
四
十
人
か

ら
三
十
六
人
に
な
っ
た
こ
と
。

警
疋
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
畿
で
あ
り
ま

す
。
長
大
な
間
拘
示
板
は
立
地
条
件
が
厳
し
く
、
そ
の

確
保
に
苦
労
い
た
し
ま
し
た
。

第
三
に
告
示
か
ら
投
棄
B
ま
で
の
選
挙
運
動
期
簡

が
前
回
よ
り
短
縮
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

特
に
新
人
に
は
知
ら
し
め
る
余
地
が
少
な
く
、
文

書
図
画
の
関
係
で
相
当
苦
慮
し
、
警
告
を
受
け
た
の

も
数
民
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
過
熱
気
味
と
な
っ
た
市
長
選
や
、
新

人
女
性
候
補
白
人
を
含
む
市
議
選
が
話
題
を
呼
び
ま

し
た
が
、
若
手
候
補
の
自
力
に
よ
る
驚
異
的
な
集
票

や
女
性
の
台
頭
が
清
涼
剤
と
な
っ
て
好
結
果
を
生

み
、
選
挙
史
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
と
な
っ
た

の
も
事
実
で
す
。

以
上
、
選
華
全
般
に
わ
た
り
一
記
す
べ
き
こ
と
は
枚

挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
選
挙
管
理
委
員
会

と
し
て
は
室
率
の
向
上
に
革
審
の
意
を
も
ち
い
つ

つ
、
一
方
、
務
付
面
に
お
い
て
も
関
渠
時
に
見
せ
た

パ
ソ
コ
ン
キ
議
便
し
て
の
間
開
票
の
迅
速
化
等
の
実
績

を
踏
ま
ュ
ヘ
改
善
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
所
存
で
ご
ぎ
い
ま
す
。

終
わ
り
に
臨
み
、
統
一
地
方
選
挙
に
寄
せ
ら
相

温
か
い
ご
厚
情
に
深
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
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(2) 

市
民
の
皆
様
が
最
も
身
近
な
選
挙
と
し
て
注
思
し
た
市
長
a

市
議
会
議
員
選
挙
は
、
四
月
十
九
日
に
ι

告
示

し
、
四
月
二
十
六
日
に
投
票
、
翌
二
十
七
日
に
間
開
票
と
、
続
識
に
進
ん
だ
。
市
長
選
は
、
二
十
七
回
正
午
、

激
戦
の
結
果
が
判
拐
、
石
川
京
一
候
補
が
六
万
棄
を
獲
得
し
三
選
を
果
た
し
た
。
午
後
に
入
っ
て
市
議
会
議
官
員

選
挙
の
結
果
も
相
次
い
で
判
明
、
今
後
四
年
閣
の
市
政
の
担
い
手
が
決
ま
っ
た
。
市
議
会
議
員
選
挙
で

は

、

投

一
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軒
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上
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日コ T官 会 石 塚 え たと人
湾民議 jll苦十るミじ者

察富空空座ま君主霧
望 書 壬 十 市 の の はぶど
まは六長築主、惣
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るきにとのつ一 fや南

くかも年く -Aの
けにでり泣き中

立百ら二~;:;;!綜い察
年れ市合判守 備

問た議 C 平ま市

当選石川京 60，862禁

f予藤邑治 48，769禁

有効投票数 109，631星雲

市議会議議選挙
当選研藤亨 7，094禦

当選府 川勝司 4.879察

当選水野恭助 3，622禦

当選落 合良延 3，474票

当選小 林長治 3，316票

当選長場洋三 3，287察

当選古家安.LE: 3，238票

当選岡崎伊和男 3.084察

当選土 澄照久 3，066察

当選柳川芳徳 3，000察

当選者蜜}II幸子 2，956察

当選 上原孝生 2，946票

当選奥山晴治 2，891票

当選前出晃 2，878察

当選高 梨孝治 2，870票

当選大 織樺子 2，830票

当選富田常蔵 2，817察

当選穂坂光俊 2，793票

三当選 後藤輝彦 2，738票

当選高橋感司 2，710察

当選 'J咋本誠 2，630禦

当選片倉常夫 2，621察

当選加藤室宏 2.616票

当i霊 抑 }I日豊臣 2.584草奪

当選杉山和夫 2，397禦

当選棺l車捨治 2，365察

当選時本清司 2，338票

当選武井ひろ子 2，317察

当選手目白桂可 2，274禦

当選高 橋義孝 2，269察

当選山口幸男 2，232票

当選神谷隆 2，203票

当選三上工 2歩061票

当選鈴木十liB郎 2，053票

当選脇辰雄 2，050察

当選包允香 1.971禁

次点問中幸雄 1，918票

堀 一成 1，879重奏

小林保雄 1，405票

池田鳩美 687禁

有効投票数 109.363票

選
挙
の
話
題
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
市
議
会
議
員
選
挙
で
、
ト
ッ

プ
当
選
を
し
た
二
十
五
歳
の
伊
藤

亨
氏
。自

転
車
一
ム
旦
じ
選
挙
戦
を
一
戦
い

七
千
帯
酬
を
超
す
品
骨
子
器
は
、
こ
れ
ま

で
の
雲
南
記
録
で
あ
る
。
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統
一
地
万
選
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で
、
初
め
て
投
留
一
目
所
の
立
会
人
を

さ
れ
た
方
々
の
中
か
ら
、
…
一
百
歳
山
怒
を
お
開
聞
き
し
た
。
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イ
タ
ー
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
宅
に
腐
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

火
遊
一
む
を
な
く
す
う
え
で
雪
一
で
あ
る
こ
と
③
収
入
が
華
内
一
ビ
ル
落
下
物
の

大
切
な
こ
と
は
大
人
の
注
管
て
で
あ
る
こ
と
③
住
民
税
等
の
滞
…
調
査
が
終
わ
る

あ
り
、
子
供
だ
け
で
た
き
火
な
ど
一
約
が
な
い
こ
と
…

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
一
な
お
、
収
入
基
準
、
対
象
佳
一
市
で
は
、
震
災
時
ま
た
は
平
常

マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
!
は
子
供
の
一
宅
、
間
取
り
等
は
、
五
月
中
旬
よ
一
時
に
建
築
物
か
ら
落
F
す
る
お
そ

手
の
局
か
な
い
と
こ
ろ
に
驚
く
。
一
り
配
布
す
る
ρ
募
集
の
し
お
り
u

一
れ
が
あ
る
外
壁
や
窓
ガ
ラ
ス
な
ど

ilili---
一
を
兇
て
い
た
だ
き
た
い
。
詳
し
い
一
の
実
態
調
官
討
を
笑
絡
し
た
。

一
こ
と
は
建
築
課
住
宅
係
(
内
線
四
一
謂
変
対
象
浸
潤
同
業
地
域
、
近
隣

市
営
住
宅
空
き
…
六
割
)
て
貴
重
認
を
。
一
商
業
地
域
、
華
道
路
治
い
お
よ

7
3月
6
臼
乗
用
車
が
ガ

l
l
y月
昔

容

が

自

転

車

に

一

家

募

集

を

再

開

一

liBilli--
一
び
広
域
避
難
警
官
ニ
一
階
建
で

問
一
計
計
接
触
後
詰
車
に
衝
一
百
十
日
間
(
時
打
拝
者
一
市
で
は
、
六
月
(
六
月
十
日
第
一
軽
自
動
車
税
の
百
九
九
時
吋
ハ
ほ
ほ
一
し
日

明
言
3
月
号
日
タ
ク
シ
ー
が
歩
行
一
に
聖
書
(
議
が
死
亡
て
回
目
受
付
)
よ
り
市
営
住
宅
の
一
一
納
期

6
月
1
日
一
二
棟
、
百
五
吉
宗
が
落
下
の

叫
ル
一
者
(
円
引
歳
)
を
は
ね
、
即
死
一
運
転
さ
れ
る
万
は
、
次
の
点
に
一
空
き
家
募
集
を
持
関
す
る
。
一
一
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
明
し
た
。

一三

7
3月
刊
叫
白
乗
用
車
が
自
動
一
一
…
留
意
し
、
死
亡
事
故
を
防
ご
う
。
一
募
集
す
る
住
宅
は
、
建
て
替
え
一
統
自
動
車
税
は
毎
年
四
月
一
臼
一
市
で
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
建

輪
車
に
衝
突
、
死
亡
一
・
速
度
の
出
し
過
ぎ
に
注
意
す
る
一
予
定
以
外
の
住
宅
で
、
祭
設
常
生
戸
一
現
在
の
所
有
者
に
諜
税
さ
れ
る
。
一
築
物
の
所
有
者
(
ま
た
は
管
理

V
4
月
M
E
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
一
・
欽
酒
運
転
は
や
め
る
一
数
よ
り
入
居
岩
望
者
が
多
い
と
き
一
昭
和
六
十
二
年
度
の
納
税
通
知
一
議
)
へ
通
知
し
、
改
修
、
補
強
の

2
人
乗
り
の
自
動
一
一
輪
車
が
衝
了
交
差
点
で
の
安
全
車
か
め
る
一
は
抽
せ
ん
と
な
る
。
一
度
申
し
込
一
書
は
、
す
で
に
送
付
し
て
あ
る
一
指
導
を
行
う
の
で
、
改
修
が
、
必
要

突、

2
人
(
議
)
と
も
死
亡
了
重
な
追
い
越
し
は
し
な
い
一
む
と
十
二
月
ま
で
有
効
と
な
り
、
一
が
、
こ
の
納
期
限
は
、
六
月
一
日
一
な
建
築
物
の
著
者
の
協
力
を
お

i

F

?

一
拍
せ
ん
に
当
た
ら
な
く
て
も
改
め
一
ま
で
で
あ
る
。
金
融
機
関
(
農
一
顔
い
す
る
。

出
仙
一
蹴
始
ま
る
一
て
申
し
込
む
必
要
は
な
い
。
一
域
漁
協
を
含
む
)
、
市
役
一
附
会
一
問
い
合
わ
せ
は
、
霊
指
導
諜
一
市
民
ス
ボ
!
ツ
の
童
、
第
一
一
一
一
申
し
設
は
、

5
月
間
円
(
月
)

一
マ
申
し
込
み
資
格
@
巾
反
と
な
一
計
諜
窓
口
で
納
め
て
い
た
だ
き
た
一
指
導
係
(
内
線
六

O九
)
へ
。
一
十
六
回
平
塚
市
民
受
保
育
大
会
一
か
ら
6
汚
話
回
一
さ
ま
で
に
、

一
り
近
所
長
を
か
け
て
出
掛
け
よ
一
り
引
き
続
き
1
年

以

上

経

過

し

て

一

ぃ

。

一

j
i
l
l
-
;

一
(
夏
季
大
会
)
が
、
七
月
十
二
日
一
量
産
育
館
内
体
裏
書

う

。

一

い

る

こ

と

@

夫

婦

[

婚

約

者

を

一

な

お

、

軽

自

動

車

の

課

税

に

つ

一

一

(

日

)

レ

ぐ

千

九

臼

(

立

に

開

銀

一

M
l一一一
O
六
C)
へ
、
ベ
ア

l
で。

含
む
)
ま
た
は
綴
君
主
体
と
し
一
い
て
は
市
民
税
課
税
制
係
、
納
税
一
国
民
年
金
保
険
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
一

た
家
族
で
あ
る
こ
と
①
現
在
一
に
つ
い
て
は
長
謀
議
係
へ
。
一
料
の
免
除
制
度
一
各
地
区
で
喜
一
室
募
集
し
て
一
江
事
局
校
で
ス

一
い
る
。
お
早
め
に
申
し
込
み
を
。
一
ポ

j
ツ
教
室
を

富
良
年
金
加
入
省
の
う
ち
、
出
国
一
一
〉
競
技
方
法
お
よ
び
積
百
回
一
;

営
業
者
な
ど
の
第
一
一
再
検
保
倹
者
一
・
肉
体
戦
(
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
一
黒
教
育
委
H

員
会
で
は
、
学
校
の

の
方
草
分
で
一
保
険
料
を
設
な
一
球
、
室
、
射
撃
、
軟
式
庭
球
、
一
諸
施
設
を
利
用
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

く
て
は
な
ら
な
い
。
一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
白
一
教
室
(
パ
レ
i
ボ
ー
ル
)
を
開
く
。

た

だ

し

、

低

所

得

の

方

や

生

活

一

転

車

)

一

一

〉

日

程

5
月初
μ
臼
か
ら
7
月
初

保
護
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
、
経
一
。
個
人
戦
(
剣
道
、
射
撃
、
軟
式
一
日
ま
で
の
毎
選
本
寝
丹
、
乍
後
7

済
的
理
由
で
保
険
料
亭
品
納
め
る
こ
…
庭
球
、
空
手
、
弓
道
)
一
時

1

と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
保
検
料
一
マ
参
加
資
格
市
内
存
任
者
(
高
一
守
会
場
察
立
平
塚
江
南
高
等
学

の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
。
一
校
生
以
z
工

)

一

校

(

電

話

お

一

一

O
六
六
)

マ
法
定
免
除
障
害
基
礎
年
金
、
一
申
し
込
み
は
、

6
月
6
日
(
土
)
一
マ
募
集
人
員
家
滋
婦
人
初
人

厚
生
・
共
済
年
金
等
の
障
害
年
金
一
ま
で
に
、
団
体
戦
は
各
地
区
体
育
一
躍
5
月
智
ま
で
に
商
館
思
表
へ
。

(
新
制
度
の
3
級
は
除
く
)
を
受
一
振
興
A

尻
、
個
人
戦
は
見
附
台
体
管
一

け
て
い
る
方
、
お
よ
び
生
活
扶
助
一
館
内
体
育
課
(
電
話
汎
i
コ一

O
六一

な
ど
を
受
け
て
い
る
方
一

O)
へ。

マ
申
請
免
除
失
業
や
低
所
得
な
一

ど
の
た
め
保
険
料
を
納
必
る
こ
と
一

が
箸
し
く
関
難
な
方
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四
月
十
八
日
か
ら
二
十
一
日
に

か
け
て
全
函
各
地
で
大
規
模
な
林

野
火
災
が
発
生
し
、
賞
記
裏
な
緑
や

財
廷
か
失
わ
れ
た
。

新
緑
の
季
節
と
な
り
、
野
山
を

散
策
さ
れ
る
方
が
多
く
な
る
が
、

次
の
こ
と
に
留
詩
思
し
て
林
野
火
災

を
防
止
し
よ
}
つ
。

マ
林
野
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
た
き

火
を
し
な
い

マ
た
ば
こ
の
吹
い
穀
は
必
ず
消
す

マ
箪
か
ら
の
た
ば
こ
の
授
け
擦
で

は
し
な
い

マ
強
風
ま
た
は
巽
常
乾
燥
時
に

は
、
た
き
火
や
火
入
れ

き
)
な
ど
を
し
な
い

東 臼 本 実業部陸上選手権

ノJ

平 塚 商業高校陸上大会

中i車中学校記鋸会

アメリカンフッ

海大対 日体大

5月24日(日) 10時社会人アメ・フッ

5月26臼(火) 9時半塚江南高校降 k大会

5月28日(木) 9時江婦中学校記錯会

5丹3訂1ι (fJ) 9時 平利土

6月 4 日 (イ泳木ミζ;) 9時 神白f高E草奇草奇矧5計キ校吏競技メ太三会

6F丹j6 F 口I(は土) 1口3時 県篠協 選子楼

6 F:l 7日 (11) 9時県際協選手権

6月 8日(月) 9時神明中学校記鈍会

6月 10円(ノ1，) 9時 県 平 塚 盲学校競技大会

平
塚
あ
る
く
会
で
は
、
森
林
浴

を
味
わ
日
つ
緑
の
癒
畑
山
路
を
歩
く
。

マ
臼
時

5
月
げ
臼
(
日
)
降
水

一
は
、
。
未
来
へ
の
使
者
・
は
ば
た
け
一
徳
率
お
軒
以
上
の
と
き
は
、
引
抗
日

一
ず
保
険
年
会
議
年
金
孫
(
内
線
一
一
一
青
少
年
。
を
テ
ー
マ
に
、
第
二
十
一
(
臼
)
以
降
中
止

ひ
ら
つ
か
名
産
品
選
定
委
員
会
一
た
披
奨
品
に
、
二
種
類
の
ロ
ー
ス
一
五
一
)
で
免
除
の
手
続
き
を
。
一
四
回
平
塚
市
少
年
野
球
大
会
が
間
一
マ
集
会
平
塚
駅
改
札
口
守
告
別
呂

で
は
、
四
月
十
自
由
市
内
の
一
}
一
高
一
ハ
ム
と
、
し
ら
が
干
し
、
あ
じ
の
一
た
だ
し
、
免
除
を
受
山
一
か
れ
る
。
一
一
時

火
遊
び
は
出
火
原
因
の
上
位
に
一
庖
が
製
造
取
売
し
て
い
る
「
味
付
一
ひ
も
の
の
凶
ロ
曲
、
特
産
品
に
平
塚
一
は
将
来
年
金
額
を
許
斐
一
マ
期
臼

7
月
幻
自
1
8舟
4
臼
一
マ
コ
i
ス
平
塚
駅
小
田
原
釈

を

そ

の

き

は

マ

ソ

デ

、

一

フ

一

落

花

生

-

喜

重

量

加

。

ま

一

小

松

棄

を

選

ん

だ

一

襲

撃

納

め

た

場

合

点

一

マ

会

場

事

球

場

夏

ス

ポ

一

小

満

谷

駅

玉

露

。

浅

務

1
4
I
4
4
A
4
1
4
?
1
4
1
f
1
4
t
4
1
4
t
j
L

一
市
民
の
皆
さ
ん
お
み
や
げ
等
に
一
一
に
漏
出
額
さ
れ
る
た
め
、
一
!
ツ
広
場
(
大
神
)
一
山
中
:
謁
坂
路
サ
湯
本
駅
小
国
一
風

第
三
十
七
回
平
塚
七
夕
ま
つ
り
マ
申
し
込
み
方
法
市
販
の
履
涯
一
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。
一
ゆ
と
り
が
で
き
た
と
き
、
一
マ
参
加
資
格
一
駅
j
計
十
塚
駅
(
徒
歩
約
8
キロはむ

に
華
を
高
添
え
る
さ
ス
七
タ
ア
を
替
に
住
所
、
氏
名
、
生
一
年
月
泊
、
一
{
名
選
忍
}
た
た
み
い
わ
し
、
大
一
一
@
小
学
生
の
部
市
内
住
色
の
4
一
マ
持
参
す
る
も
の
交
通
費
一
千

募
集
し
て
い
る
。
。
ミ
ス
七
夕
ρ

職

業

九

勤

務

先

名

)

、

電

話

番

一

山

泉

、

平

塚

の

豆

一

年

生

か

ら

6
年
生
ま
で
一
五
百
円
、
弁
当
、
水
位
向

場
開
民
相
談
窓
お

j
一
一
一
一
内
線
一
一
九
一
一
一

〈
〉
人
権
法
樺
相
経
「

5
月
四
日
(
火
て

6
月
2
汗
(
火
て

。
行
政
審
構
相
誠
二
吋
時
、
ー
日
時

。
一
般
車
操
相
識
5
丹
羽
日
(
木
一
、
5
月
刊
四
日
(
火
}
、

6
H
4
日(木」、

6
月
9
日
(
火

J

予
約
制
(
電

J

詰
で
も
可
)
、
日
時
3
日
時

。
一
登
記
、
世
帯
叫
測
量
蒋
談

6
月
日
日
(
金
て
日
時
1
M四時

。
住
宅
相
談

5
月
四
H
(火
)
、
日
時
j
t
J

四時

心
一
般
市
民
相
談
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
日
時
ま
て
、
臼

曜
植
祝
日
は
除
く
)

〈Y
弘
樹
資
金
治
相
談

5
月
日
呂
(
金
)
、
四
日
(
金
)
、
6
丹
5
日(金)、

叩
時
1
日
時

。
定
問
年
金
総
談

6
月
日
日
(
木
)
、
四
時
1
日
時

。
発
明
帯
曜
特
詳
相
談

6
月
8
H
(
月
)
、
叩
時
3
日
時

。
下
拙
開
設
引
相
談

5
月
口
日
(
木
)
、
日
時
泊
分
1
日
時

轍
開
少
骨
骨
棚
制
批
酷
蜜
(
市
民
セ
ン
タ
}
一
一
階
)

日制

j
七
一
一
一
一
一

月
3
金
曜
日
、
9
時
1
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

。
舗
み
ご
と
は
m
ヤ
ン
ダ
テ
レ
ホ
ン
。

お

i
七
八
一
一
一
。

月
1
土
曜
日
、

9
時
1
同日時却八万

欄

禅

譲

銭

円

ω
i一一一一一一一一一一一

令
違
互
譲
毎
週
月
唱
白
、
日
時
今
時

。
母
子
鴇
餓
種
選
月
1
金
曜
日
、

9
時
1
日
時

。
輩
幾
出
品
盤
端
銭
聾
適
用
よ
宜
曜
日
、

9
時
i
M四時

。
高
帥
議
議
議
嬬
緩
毎
週
月
t
金
曜
日
、

9
時
間
分
1
日
時

土
曜
日
は
日
時
ま
で

。
購
入
捕
談
毎
月
第
3
木
曜
台
、
日
時
3
日
時
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(5) 

に
選
ば
れ
る
と
、
平
塚
七
夕
ま
つ
号
、
身
長
、
体
重
、
バ
ス
ト
、
ゥ
マ
追
加
味
付
議
花
生
(
波
多
野
一
が
で
き
る

O

圏

中

学

生

の

部

市

内

在

住

一

り
を
は
じ
め
と
す
る
平
塚
市
の
霞
エ
ス
ト
、
ヒ
ッ
プ
の
サ
イ
ズ
を
呪
ザ
一
室
内
豆
精
盗
事
、
富
田
豆
腐
二

l

i

l

i

-

-

V

級

交

口

わ

せ

抽

選

会

一

光
行
事
お
よ
び
公
約
主
主
お
記
し
、
妻
(
カ
ラ

1
3ン
よ

一

{

護

茎

毒

七

夕

ふ

り

か

け

一

毎

日

時

吋

会

場

F
O
号

臼

一

し
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
毒
に
つ
サ
ー
ビ
ス
判

L
半
身
)
雲
の
竺
七
夕
事
可
、
ミ
ル
ク
ま
ん
じ
ゅ
一
お
年

2
干

見

聖

書

紅

一

と
め
て
い
だ
た
く
こ
と
に
な
る
。
う
え
、
次
に
申
し
込
む
。
引
一
う
子
焼
き
せ
ん
ぺ
い
七
夕
、
幸
運
一
戸
有
二
中
〕
込
み
ま
、
6
月
凶
日
「
ホ
)
今
年
は
、
平
塚
球
場
て
フ
ロ
野
一

E

一
一
主
伊
ナ
'

7

1

v

一

健
康
で
明
る
く
、
教
養
豊
か
な
・
一
子
制
平
塚
市
浅
間
町
9

1

一
一
の
ミ
一
一
七
夕
飾
り
、
達
磨
一
一
ま
で
に
、
見
附
送
体
育
館
内
体
育
一
球
公
式
戦
(
ナ
イ
タ
ー
)
が
二
試
一

方
、
奮
っ
て
ご
応
募
を
。
七
夕
ま
つ
り
審
委
員
会
事
務
局
一
マ
追
加
フ
リ

1
5
2
1ス
一

市

で

は

、

一

課

(

霊

5
2
0
)へ

。
一
合
総
ま
れ
て
い
る
。

マ
選
出
人
数
ミ
ス
七
夕
3
人

マ

審

査

官

時

6
2
5
2
)
て

ハ

ム

(

奇

襲

、

び

ゆ

あ

口

一

り

に

対

し

て

新

た

に

次

の

事

業

を

一

一

マ

5
5
g
(火
)
午
後

6時

七
夕
の

FT人
午

前

却

時

1
市
民
セ
ン
タ
ー
一
一

i
ス
ハ
ム
(
平
井
一
歯
産
)
、
し
ら
一
同
開
始
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
福
一
少
女
ソ
フ
ト
ボ
一
大
洋
対
ヤ
ク
ル
ト

げ
よ
れ
長
す
ね
一
九
日
手
当
マ
元
町
一
フ
ジ
士
山
下
立
時
町
一
法
話
明
言
一
丁
ル
大
会
開
く
一
d
m
u
h
)午

後
6
持

す
る
未
婚
女
性
②
一
昭
和
室
7

五
ミ
ス
七
タ
ョ
ア
メ
リ
カ
三
一
寝
室
革
、
平
塚
費
、
一
マ
寝
た
き
り
や
痴
呆
の
お
年
寄
り
一
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
出
支
入
場
券
は
、
平
塚
蓮
華

月
7
量

夜

、

警

察

ら

お

歳

海

震

基

(

お

万

己

主

費

三

義

主

と

、

率

い

ち

ご

、

乏

の

老

人

ホ

i
ム
一
時
金
、
義
一
場
チ
ー
ム
を
重
し
て
い
る
。
一
お
よ
二
ハ
六
)
で
惑
す
さ

ま
で
(
高
校
生
、
ま
た
は
以
前
に
(
閉
閣
内
旅
行
券
等
)
、
七
夕
の
塁
塚
の
パ
ラ
一
等
の
介
護
疲
れ
の
場
合
の
助
成
一
マ
鍛
臼

8
月
1
甲、
J
2
5
(
7
一
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
袋
三
平
円
、
内
野

ミ
ス
七
夕
も
し
く
は
七
夕
の
星
に
:
賞
金

(
5
ナ
マ
追
加
平
塚
小
松
菜
(
中
央
農
一
マ
痴
呆
の
お
年
寄
り
を
抱
え
て
い
一
月
出
臼
開
閉
会
式
)
一
鐙
定
席
二
千
三
百
円
、
内
野
自
由

選

出

さ

れ

た

方

議

く

)

内

尊

重

)

協

重

野

菜

雲

)

一

る

家

族

に

対

す

る

生

霊

導

一

マ

参

加

資

格

子

供

重

た

は

各

一

席

大

人

千

五

否

守

子

供

七

百

マ
募
集
印
刷
綬

6
月
3
臼

(

水

)

・

問

問

い

合

わ

せ

商

工

諌

商

業

係

一

…

v
痴
呆
の
お
年
寄
り
の
弁
護
方
法
一
小
学
校
医
を
単
位
と
し
て
編
成
し
一
円
、
外
野
芝
生
席
大
人
千
同
ソ
子

を
学
べ
る
ピ
デ
オ
の
貸
し
付
け
一
た
小
学
生
氏
子
チ
ー
ム
一
供
西
宮
内
(
外
野
給
付
附
当
日
売
り
)

一
申
し
込
み
は
、

6
月
6
臼
疋
午
一

一
ま
で
に
見

pd体
富
再
館
内
体
育
一

一
線
(
奪
註
一
一
一

O
六
O
)
へ。

君、うように食べれないノマン喰い競争

ブ
ッ
ト
ボ
j
ル

を
コ
ー
チ
す
る

子
供
た
ち
そ
主
役
と
し
た
子

ど
も
大
会
が
今
年
も
各
地
区
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

各
会
議
て
は
、
地
区
ご
と
に
工

夫
を
凝
ら
し
た
競
技
や
ゲ

i
Aか

考
え
ら
れ
て
い
て
、
パ
ン
喰
い
競

争
、
あ
め
喰
い
競
争
、
長
崎
縄
と

び
、
む
か
で
リ
レ
i
、
ボ
ー
ル
運

び
競
争
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

な
か
に
は
い
く
つ
も
の
競
技
に

出
場
す
る
元
気
な
子
供
も
い
ず
¥

会
場
は
応
援
の
声
や
笑
い
声
が
絶

え
間
な
く
開
聞
こ
え
、
子
供
た
ち

も
大
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
普
段
運
動
不
足
の
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
た
ち
も
こ
の
汀

だ
け
は
、
ア
ア
供
た
ち
と
気
持
ち

の
よ
い
汗
を
か
い
て
い
ま
レ
た
。

日
本
社
会
人
ア
メ
リ
カ
ン
ブ
ソ

ト
ボ
ー
ル
警
で
は
、
五
月
二
ト

凶
包
平
塚
競
技
想
d
L行
わ
れ
る
試

第
五
回
婦
人
イ
ン
ド
ア
軟
式
庭
芸
の
合
簡
を
お
利
用
し
て
、
小
笠
ナ

球
大
会
委
照
く
。
一
生
を
対
象
に
、

P
K
A長
や
フ
ッ

マ
日
時

6
月
お
日
(
木
)
午
前
…
ト
ボ
ー
ル
の
A
B
Cを
コ
ー
チ
す

9
時
日
制
分

s

一
る
。
観
戦
お
よ
び
参
加
料
は
無
料

マ
会
場
見
窓
口
笠
宮
品
開
一
な
お
、
長
一
茄
者
は
運
動
靴
の
ご

マ
参
加
資
格
市
内
夜
住
者
(
初
一
用
意
を
。

歳
以
上
の
婦
人
、
家
政
の
主
婦
)
一
マ
5
月
M
E
(日
)
第
一
試
合
ロ

マ
参
加
料
館
一
料
…
時
、
第
二
試
合
午
後
2
持

ブ
j
ル
の
売
産
勢
集

市
で
は
、
専
門
ブ
ー
ル
場
内
で
一
続
き
凸
窪
し
、
か
つ
+
け
山
内
に
お
い

の
売
民
使
泊
者
を
募
集
す
る
。
一
て
過
去
1
年
以
上
引
き
続
き
完
治

マ
販
売
口
叩
の
種
類
一
と
尚
一
業
務
を
品
目
み
、
市
税
の
油
開

パ
ン
、
東
子
、
牛
乳
、
弁
当
等
一
納
が
な
い
方

の
食
号
、
運
お
よ
び
室
内
一
通
語
1
事
4
万
円

で
の
書
販
売
は
で
き
な
い
。
一
な
お
草
さ
れ
る
方
は
、

5
月

V
使
用
で
き
る
売
民
一
訪
日
(
月
)
か
ら
幻
自
(
金
)
ま

・
龍
城
ケ
丘
ブ
ー
ル
1
売
作
同
一
で
に
、
所
定
の
申
込
誓
と
伶
民
票
、

・
沼
南
海
岸
公
開
幽
ブ
l
ル
1
売
忠
一
営
業
説
明
書
を
地
域
五
づ
く
り
諜
市

マ
資
格
市
内
に
l
年
以
上
引
き
一
民
予
約
係
(
内
線
二
四
回
)
へ
。

プロ野球公式戦
5月四日(火) J8時太洋ヤクルト

6月30日(火) 18時大洋政神

※入場券は平塚球場で発売中

プD野球イースタンリーグ
5月27日(7}c) 13日寺 大2γ 日本ノ、ム

5河30日(土) 14時 K洋一日本ノ¥ム

5 fj31日(円 )13時大洋日本ハム

6月 3臼(7}::.) 13El~テメコ羊 ロッテ

6月 12El (金)日時六洋一ロッテ

6月13ti (土) 14f1寺大洋ロッテ

麓都大学1)ーグ
5丹羽日(土) 12時帝京大筑波太

5丹17日 (日) 12日寺

筑龍大ー帝京大

アメリカン・ムードミュージックの三者

。震司会 トニー
。ザスト 理主苧‘韓首暗号、おなご舟

竜丸、女じゃないかや

量覇当臼は、お越しいただいた方に重量

準高品があたる「お楽しみ始選

会 jがあり、どなたでも入場でき

る。

霊謹飛び入り出場希室富者は、旨訪日まで i 
。こ勤労金書官(電話32-3355)へ間¥¥ 
い合わせを。"
主纏 平壕市労働祭爽行重要員会

ただいま、協賛委

員が皆さんの家庭を

拐って、協力を呼び

かけている。 i:fひ、

ご協力を。

ピ1)ーヴォーン楽簡の平塚公演

く〉とき 6J'110日(ボ ・入場料指定席3，000問

。ところ市民センター5即日分喜男演 自由席2.500円

・鵠沼 浪路はるかに、フルーハワイ、 ー続発り 市民センター〔電話

峠の幌高車、真珠貝のうた外 32~-2235) で発売している。

柔 構 平嘩市、ひらつか力ルチャ 事業遂営委主電金

担当福祉総務課

5知事赤十軒調書議議濠霊勢湾罪事



軍事430警

マ
日
時

5
月
お
日
(
土
)
午
前
一
昨
日
写
、
植
木
担
刊
誌
ほ
か

Q
V
時
お
分
1
ロ

特

別

分

一

申

し

込

ぷ

は

、

5
R
n
B
(金
)

マ
会
場
図
書
癌
開
3
階
ホ
}
ル
…
ま
で
に
、
公
劉
絹
地
諜
緑
政
係
(
内

マ
内
容
緑
と
公
園
閣
の
ス
ラ
イ
ド
一
線
路
一
一
五
)
へ
。
先
着
首
人

rm'F S}jli['-l日〉

• B/j-iiij 141l"$fへ 16iL'f

雪史 観と子 100人《入場自由〉

ー持参するもの はさみ、クレヨン

古事寄与スタッフ事事草案

8月にイ」う盆踊り式会、 24時間アレピ街頭

募金、 円共ギャンフ次会のスタソフを勇三築す

る。

日時 5 J j28fJ (木) 打もよすわせ

・日') 1911-寺、 21日手

e 対象青年右干名

カ持者F語、激苓W

認を築石信吉カ、らアほう。

明日梓 5 JJ29l ) ~ 6什の材組合!!#![lと

6fJ7日 n-nの令 5

時間 19時(6月 7! 1 は 13時 ~17

R予)

対象 庁年目人く申込制、

.f手作するもの カメラ

す初心務アコーデイオン教主主

アコーァィオノをたZ時から?ほうn

11相 6 jJ 2 I J、23【!の毎週火曜 11

-告別問 1911与、 20il与以吋〉

令交f象庁{i一、 前 10人くijl込制、

七や朱重吉臼五ムWJ!lltOi1 
、ム膏ナ年金額

守出浅間j町 12--41 喧ぷ32~-7()29 

す 6fl自然務署襲重量

雑木林に生原している動植物を親嵩ずる

日時 6}1l4fi (口) 雨天中止

・時間 8時却分~同時

・コース 中井町土し余謹」井の口付近

パf:'![..，込み 6fj5日さまでに住援はがきで、

申し込み多数の場合は抽せんで30人

ウ廿ド貧富田 恒巡円曜日、日米

会博物鶴千251浅間町12~-41 電品33 … 5111

定期購入雑誌、
錫人・ 生活

家庭画報、 MORE、婦人倶楽部、

NON'NO、主婦と生活、主婦の

友、 MEN'SNON ~ NO、ふた

りの部長室、栄養と料理、ファイン、

ベピーエイジ

社会 ー 一 般

朝日ジャーナJレ、文章事審秋、週刊東

洋 経 梼 、 中央公論、エコノミスト、

日経マネー、 諸 君 人 判 例 事 報 、 現

{.;;、フレジデント、ジュリスト

科学 ・ 工 学

ニュートン 、 マ イ コ ン 、 サ イ エ ン

ス、航空ファン、エレクトロニクス

ライフ、初歩のラジオ、モ-5<-フ

ァン

趣味・娯楽

趣味の園芸 、 ス ク リ ー ン 、 安 術 新

潮、ピデオ サ ロ ン 、 ト ラ イ ア ス ロ

ン、つり入、テニスマガジン、近代

将 棋 、 ゴ ルフダイジエスト、間碁、

山と渓谷

文 学

盟文字解釈と鑑賞、オール読物、小

説現代、 SFマガジン、小説新潮、

ミステリーマガジン

記号咲商会

ゆ 5月24臼(日) 10日寺、 14時 3階ホール

「森林へのいざない」 カラー 24分

「舗とわたしたちj カラー 22分

最近、森林措などという言葉がよく慣われ

ている。緑と人間との閣部、いかに樟を人間

社会の中で守り、残していくかを考えさせる

フィルム。

女子供峡在留会

。6月 14日(臼〉四時、 14時 3階ホル

(コ口ボックルのすてきなおくりものj

カラー 41分

舜気のない少年が、妖精コロボ yクルから

勇気のでるボタンを贈られる夢をみたのそき

っかけに、たくましい少年に変わっていく樺

子を描いている。

合16ミリ映写機操作技術講習会

16リ映写機の操作技術を昨得してもらうた

め講拝金を開くロなお惇了者には、認定証を

交付する。

日程 6月四日〈金) ~20 円(土)

・時間 9時日分 .16時

・会場 l~J書館 3 階会議空

・対象 Jfj内在住、主動、在学者 30人

マ
穀
査
の
結
果
⑦
施
設
の
維

持
管
理
・
‘
お
お
む
ね
良
好
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ

先
臼
行
わ
れ
た
定
期
数
査
に
た
が
、
一
部
に
軽
易
な
補
修
等

つ
い
て
、
監
査
委
員
石
田
成
を
委
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で

弘
・
青
木
一
郎
・
神
森
隆
氏
か
維
持
論
百
量
に
は
さ
ら
に
意
を
用

ら
次
の
よ
う
に
報
告
が
あ
つ
い
ら
れ
た
い
。

た

。

②

傷

口

聞

の

山

山

総

・

保

管

'

良

好

{
酔
黍
夫
会
訳
第
一
一
回
乏
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め

マ
監
査
の
対
象
平
援
巾
体
育
ら
れ
た
。

協
会
ほ
か
二
十
再
開
体
{
鑑
笈
公
表
第
郡
白
骨
}

マ
監
査
の
結
果
各
回
法
定
マ
監
査
の
対
象
市
民
病
院
庶

お
い
て
補
助
民
的
は
達
成
さ
れ
務
諜

事
務
処
理
は
お
お
む
ね
良
好
に
マ
監
査
の
結
果
①
契
約
事
務

な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
お
お
む
ね
適
主
に
処
環
さ
れ

れ

た

。

て

い

る

も

の

と

認

め

ら

れ

た

一

容
養
公
表
第
三
芝
②
府
康
の
取
得
・
管
濯
・
処
分

マ
鮫
査
の
対
象
市
民
セ
ン
タ
事
務
e

e

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

ー

ほ

か

ナ

施

設

る

も

の

と

認

め

ら

れ

た

。

-費用 500円〈テキスト代〕

・持参するもの 昼食、はさみ、筆記用具

命申し込み 6月 9日〈火)から図書館 1階

視聴覚ライブラリーで受け付付る。

古新華IJf韓券の登録者主

み;を惜りる場合には、4i'1から従来の緑色

の利用券は使用できなくなり、新利用'ff(カ

ード)が必要となっている。身分証明妻、耀

麗保積証、運転免許証なと日を提示して、新利

用交付のための鷲鐘を。貸出冊数は、従来と

同じ 1人 4冊まで。

なお、新利用券は貸出室、こども宅、あお

ぞらけとも共通して利用できるロ

会開握時間

・捷III室 事考 案 9時 -"-16日制)汁

・こども宝 火~土曜日 13時~16時間分

日曜日 9 時~1創刊O分

合体館日 起週 曜日、 IlA、

苧 '54浅間町12-41 電話3]-0415 
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床下草案翼手j数布臼援
[主主土地区自治会]

5月ヨ 百真土人間J 占真七北町“古

真土臼居室、 16日 大真オ三谷、 18H 今

型東・今里南 φ 今霊団

[大神地区自治会]

5月四日大神第一⑨吉際、 20EI 大 神

第二二、 21日 大:神第三、 22口 大神第E

ra村地区窃治会]

5月 25日間村第 ・楠竹間端、 26日

間村第二・ザニーメソン平塚、 27日 田

村第三・宮の前伶宅、 28日 fll村第凹砂

田村第五、四日 間村第六・田村[里地

{機内地疾患J合金〕

5汚 30臼 構 内 第 ー横内第二、 6f:!2臼

領内第三・横内第四、 3日 横内第五・

構内団地連合

{域農地区自治会]

6月5日 小鍋島・下島第問地帯下島第

で回世也、 6[1 丈島 e 下鳥，大島沼地、 8

fヨ域Ffr
[重量罰地盤自治会]

6月9日 小嶺・打開木、 10fJ 宮下・本

宿、 11日 豊 中 ・ 繁 子 橋 、 12日ヰ等

寺 e 苦言隠J

E金街地区町内会]

6月 15 日 ~16日長持、 17 日 -18日寺

旧縄、 19日 -20日 人野、 223 長瀬・

飯島

や
女平壌市山下若宮ハイツ ヰZ智江

南高校の教諭をしておられる市川

喝 さん (30歳 ) ζ明子さん (29

践)の長男。身長 73cm、体重9，5

kg、61年 5月31日生。

陣羽織を者て初節句をお祝いし

たはかりの噛ちゃんο いつも智子

姉ちゃんは斑)が遊んでくれ

る。時々智 Fちゃんの見ているテ

レビチャンネルを変えるので怒ら

れる。ても、普段はヨ クルトが

大女子ぎなよい子。

[i獲I~'J括採蒙3
易額満3力、月以ヒ4薩未満の乳幼児

輔 接種JJI，去開業医、病銃て接種で

ぎる。上市民とこ相談そ。蕪料

盤保険誌、母子号室鹿子帳を持害

{集団崩事室]

調講l期 2緯以上4歳未満の幼児。3

週間から8週間の間隔で31到受け

る

醐第2期第1期山3['勺}臼の接種日か

ら1年以 L1包 5か月以内に 11己受け

る

srJ22l1 米令室センタ

〈ア〉

輯満 l裁から 6歳米惜の幼児

盤J陪植方法開業医、病院で接種で

きる。料金は無料。王治医とご相

談を。 (7、 8f"-) 1:除く〉

臨保積説、

心
不
出
間
関
前
登
鵠
槽
報
は
着
、
ル
!
ム
ラ
ン
ナ
ー
、
コ
ン
ピ
ラ
ッ
ク

地
域
づ
く
り
諜
市
民
生
活
保
(
内
繰

O諮
っ
て
く
だ
お
い
女
F
用
長
鎖
、

一

目

的

)

へ

。

テ

!

ブ

ル

、

電

気

オ

ル

ガ

ン

、

ミ

シ

〈
〉
諮
り
ま
す
ベ
ピ
!
ベ
ッ
ド
、
洋
服
ン
、
衣
子
用
ベ
ピ
カ
、
剣
道
和
奥

だ
ん
す
、
食
堂
セ
y
ト
座
帯
、
電
子
二
叫
ん
(
小
学
5
年
女
子
、

2
年
男
ア
ヤ

レ
ン
ジ
、
ガ
ス

7
4
1
フ
ン
、
剣
道
胴
閤
)
、
カ
ナ
英
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

5月31溺{鼠〉
午前8時から

※当日は、午前7時に花火で予告の合留をす

る。雨天の場合は6月 76(日)

く〉議機ずる議所
@自宅付近の道路

・広場、公園等公共の場所

a 平塚海岸

く)i育会事してはいけないもの
• ;~'J溝の汚泥
ー排水路の汚泥

.街路樹の枝は切らない

平塚市謹イヒ議激突総本吾容(内結53U)

ぎ

0.1電揮す台体官憲章書(電話舌31-3057)

・開放撞額 卓球、パドミントン、パスケット、

軟式康善良1< (~16時)、バレー(四時~)

・5月25自{丹〉午撞 1時~午稜8時

・§月 8日{丹)λr

• 6丹22由(月)グ

。食器ヨ公渓童書体事寄童書(璽話 31-~2136)
'開掛醸滋 パレー(9時 -13碍)、パドミン

トン、卓球 (13時~16時)、パスケット (16

5苓~20fl寺)

• 5丹油田(舟)午前 9時~午謹a時

・6月 113 (月 1/

・6月15日〔月)ノ/

疑 7月分の出し込みは 6月 1日 9時から

ツト、シャトル、ポ

ルは各自持参を。また、 とはき用運動ぐ

と。

厳正信iこ孝司郊できます



マ
中
込
U
時
6
汁
凶
行
(
水
)
の

斗
前
9
時
3
9
時
泊
分

{
パ
ソ
コ
ン
入
門
コ
i
ス
〕
印
人

マ
H
時

6
月
8
U
1
U
H

寺

H
E
s
t
f
i

g
R
ノ

目

i
E
5
4フ
1
1
日

マ
講
習
内
等
パ
ソ
コ
ン
の
概
夏
、

簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
白
押
成
と
実
行

マ
申
込
日
時

5
パ
回
目
(
月
)
の

午
前
9
時
L
J
9時
油
分
・
印
鑑
持
点

J

申
し
込
み
は
、
直
謡
県
立
藤
沢
高

等
一
職
業
技
両
川
崎
叫
(
藤
沢
市
川
名
目

z
E
Z
J
1
L
i
l
-
-
R
 

;
;
iノ

一

/

2

-

R

r

孔
)
へ
。

ソ
ク
J
b
h

使
っ
た
繭
科
的
出
席
、
(
木
)

ア
ト
ピ
i
性
皮
牌
炎
、
(
金
)
避
目
、

(
1
6
口
)
ス
ト
レ
ス
と
田
町
津
川
崎

若

の

ら

一

官

民

主

人

の

、

内

く

回

代

定

人

へ

も

会

市

人

8

、

予

記

課

の
で
叩

L

名

m
uど

出

掛

味

ス

~

一

3

体

1

2

2

趣

パ

人

ゴ

間

郎

委

矧

叫

1
係

立

劇

持

射

和

に

弘

中

古

ト

精

一

治

、

山

川

制

ト

一

一

議

閉

ま

問

騨

Af
こ

号

本

匂

一

古

語

川

判

)

荷

設

(

象

。

回

開

勤

電

(

問

込

鳴

絡

体

対

る

の

一

軒

官

、

日

1
抽

司

誌

泌

を

す

加

3

所
望
一
計
基
嘩
織

種
)
内
参
泡
問
問
み
住
希
山
川
劃
等
市
山
叫

各

ど

案

初

予

期

込

、

施

日

と

4
市

の

な

を

、

る

施

じ

名

実

、

の

お

塚

内

会

設

で

す

実

申

氏

、

え

数

千

平

市

人

総

い

縮

。

。

者

負

う

多

・

内
出
[
討
を
記
入
し
、
字
国
平
理
市
埠
分
ン
テ
ィ
ア
月
八
千
一
一
白
七
十

1

日
中
場
市
幅
延
玄
臨
趣
味
の
講
円
、
株
式
会
社
キ
!
ブ
わ
く
わ
く
会

四
万
六
千
六
百
六
十
円
、
意
関
公

民
館
ま
つ
り
横
擬
庖
一
向
一
万
一

千
円
、
費
出
地
民
社
会
福
祉
協
V議
会

一
万
九
千
七
百
三
十
円
、
醸
原
博

百
万
円
、
壁
名
一
万
円
、
平
塚

合
成
株
式
会
社
万
千
五
百
六

十
八
円
、
中
村
信
五
郎
一
千
円
、

榎
戸
京
子
五
千
円
、
福
祉
会
館
利

用
者
一
万
八
円
六
十
一
一
円
、
老
人

セ
ン
タ
ー
利
用
者
一
子
芯
百
九
l

七
円
、
持
出
晋
一
一
日
一
九
十
九
月
、

林
尾
酒
活
一
千
九
百
L

了
一
円
、
大

苔
k

晶
子
六
千
円
、
中
丸
孝
治
凹

千
六
百
一
二
十
七
円
、
有
隈
会
社
つ
く

し
看
護
婦
家
政
婦
紹
介
所
一
万

円
、
青
沢
字
芸
ク
ラ
ブ
五
千
円
、

平
揮
帝
会
四
万
四
百
五
十
一
一
一
円
、

花
水
域
首
位
老
人
大
学
向
窓
会
六
千

五
百
一
一
一
円
、
結
沢
良
夫
じ
万
八
千

円
、
今
活
協
同
組
合
真
土
ブ
ロ
y
ク

一
万
円

中
心
身
擁
審
克
(
者
)
へ
'
市
役

所
母
子
額
一
万
一
千
一
百
九
十
九

円

県
て
は
、
長
人
咋
用
印
刷
干
の
新
語

浮
資
金
を
一
首
し
付
け
る
。

マ
境
付
制
限
度
館
山
ト
万
円

守
的
判
象
調
印
成
以
上
の
老
人
と
同

開
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
方

マ
締
め
引
り

6
月
四
円
(
i
L
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
福
祉
総
務
課
老

人
福
祉
問
問
(
内
綿
-
一
九
)

性
宅
金
融
公
躍
で
は
、
昭
和
白
年

度
第
1
回
明
人
向
け
融
資
お
よ
び
事

業
者
向
け
融
資
の
受
け
付
け
を
、

4

け
品
目
か
え
潤
始

υ
て
い
る
。

詳
し
い
こ
と
は
、
ハ
何
宅
糸
砂
融
公
庫

東
京
支
所
融
資
相
品
向
山
「
(
電
話
回

一z
ハ
ヘ
)
内
線
河
}
へ
。

う
管
理
人
を
募
集
す
る
。

マ
勤
務
場
所
松
原
金
旧
公
民
館

守
予
ヨ
月
額
一
万
六
千
百
円

マ
管
珂
人
事
専
用
出
京
、
台
附
、

風
日
場

マ
入
措
予
疋

6
月
中
旬

マ
応
募
資
格
市
内
に
注
む
満
印
最

以
丈
の
睦
麿
な
婦
人
で
、
配
偶
者
と

住
み
込
み
可
能
な
力

応
募
さ
れ
る
方
は
、
5
月
目
白

(
火
)
ま
で
に
、
市
販
の
躍
歴
書

(
写
真
添
付
)
を
一
社
会
教
育
課
社
会

教
育
部
(
内
線
五
二
四
)
へ
。

手
日
曜
符
花
会
で
は
、
挿
し
苓
か
ら

口
火
輸
に
映
か
せ
る
た
め
の
菊
作
り

教
事
を
開
く
。

な
お
各
会
場
と
も
、
第
2
問
討
の

先
者
別
人
に
碕
の
箇
を
無
慣
配
布
す

る
P

(

参
加
自
出
)

マ
旭
公
民
館

5
月
日
目
、

6
日月比

日
、
7
月
刊
日
、

9
月
日
日
の
午
後

1
時
1
4時

マ
中
原
公
民
館

5
月
討
日
、
7
月

口
口
、

9
月
初
円
の
午
後
1
時
1
4

時マ
十
八
野
企
民
館

5
月
日
目
、
6
月

目
白
、
7
月
四
日
、

Q
H
U
臼
の
午

前
日
時

s
u時

7
3
J口
』

3
j
6
7
1
!
、
i
j
J

¥
ト
不

f

j

2

2

2

f

F

9
・
山
口
の
午
前
刊
昨
i
午
後
3
時

マ
吋
説
子
供
会
汗
成
者
知
人

J

〉
内
ヘ
か
ゲ
1
ム
a

タ
ン
ス
の
す
す

め
方
、
野
外
活
動
の
知
識
と
技
術
、

製
尚
活
動
の
意
義
と
働
さ
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
ん
は
湘
南
冴
少

年
の
京
(
電
話
出
l
O
六
七
六
)

マ
日
時
5
月
訂
討
(
口

J

の
h

よ出

叩
時
tijj
午
後
3
時
却
分

マ
会
場
県
」
リ
婦
人
総
汗
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
県
内
花
佐
の
母
子
父
f
d
k

躍
の
親
子
白
人

マ
均
容
宝
探
し
ゲ
l
ム
、
品
目
祐

子
と
お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
!
ト

マ
申
し
込
み
先
県
立
婦
人
総
合
セ

ン
タ
ー
福
祉
部
{
電
話
。
四
六
六

幻
二
一
円
鰭
丘
一
一
一
)

し
て
つ
奇
始
め
た
そ
う
で
す
。

?
ぉ
特
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
地
震

て

に

つ

い

て

で

、

大

き

な

蓄

が

ー
い
起
き
て
以
来
、
一
か
尺
点
く
も

お
J

毎
臼
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ど

|

ど

う

し

て

地

震

は

起

こ

、
る
の
?
地
震
に
な
っ
た
ら
ど
う

で
し
た
ら
い
い
の
?
逃
げ
渡
れ
た

鰐

ら

ど

う

な

る

の

?

真
剣
に
尋
ね
る

A
君
に
、
お

1

何
で
雨
は
降
る
の
つ
ど
母
さ
ん
は
地
震
の
起
こ
る
訳
ゃ

う
し
て
電
車
は
走
る
の
?
こ
れ
逃
げ
る
方
法
を
何
度
も
説
明
し

な
あ
に
?
あ
れ
な
あ
に
つ
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

A
君
の

子
供
に
色
々
と
関
か
れ
て
、
質
問
攻
め
は
な
か
な
か
や
み
ま

四
苦
八
苦
し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

せ
ん
か
。
何
度
説
明
し
て
も
、

A
君
が
何
を
求
め
て
い
る
の

子
供
の
方
は
納
得
せ
ず
に
、
し
か
を
一
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
お

っ
こ
く
な
っ
た
り
、
ぐ
ず
つ
た
母
さ
ん
は
A
君
が
想
像
以
と
に

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
主
震
を
お
そ
れ
て
い
る
こ
と
に

そ
ん
な
碍
の
子
供
は
、
知
的
気
が
つ
者
迄
品
し
た
。

興
味
を
満
足
さ
せ
た
い
だ
ほ
で

A
君
は
「
大
丈
夫
だ
よ
」
と

な

く

、

未

知

の

も

の

お

安

え

に

一

言

っ

て

に

触

れ

て

不

安

に

な

宰

仁

志

議

も

ら

い

、

地

震

へ

の

っ
た
心
を
裁
か
に
受
掛

V
M
J
f轟
恐
怖
感
を
最
り
さ
つ

け
と
め
て
ほ
し
い
の
一
呂
町
ピ
菟
て
安
心
し
た
か
っ
た

だ
と
患
い
ま
す
。
不

E
b
7
1一
明
釦
の
で
す
。

安
な
気
持
ち
キ
桑
し
務

~
Aメ
レ

今

ま

で

お

母

さ

ん

て
あ
げ
る
と
、
芋
供
三
ゴ
町
二

a
g

は
尋
ね
ら
れ
る
と
、

の
し
つ
こ
い
問
い
か
け
も
お
さ
そ
の
理
闘
を
A
君
に
浬
解
さ
せ

ま
る
こ
一
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
る
よ
う
に
努
め
て
き
た
そ
う
で

小
学
一
年
の
A
者
は
、
お
母
す
。

さ
ん
へ
の
し
つ
こ
い
問
問
い
か
け
こ
れ
か
ら
は
、
問
問
い
か
け
の

を
繰
り
返
し
た
男
の
子
で
す
。
裏
側
に
あ
る

A
君
の
心
の
揺
れ

心
成
し
て
相
談
に
み
え
た
お
キ
与
党
け
と
め
た
い
と
言
っ
て
い

母
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
下
校
ま
し
た
。

す
る
し
tず
ぐ
に
、
何
で
つ
ど
う

心
身
障
害
児
り
し
つ
け
、
教
育
、

訓
臓
な
ど
の
相
談
合
が
問
問
か
れ
る
。

マ
日
時

6
月
口
日
(
水
)
の
午
前

刊
時
1
午
後
3
時

マ
会
場
二
宮
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

申

ν込
み
は
、
6
月
3
日
(
本
)

ま
で
に
県
立
第
一
ふ
教
育
セ
ン
タ
ー
教

育
相
談
室
(
電
話
。
四
六
六
割

八
五
二
一
)
へ
。

守口
U

持

前

期
6
月
日
目
、
即
日
、

中
間
7
月
6
H
k
m
日
、
後
期
7
月

U
H
1
8月
叩
日
の
毎
週
月
曜
日

・
時
間

h

寸
前
日
時

rsロ
時

マ
会
場
策
部
福
祉
会
館
白
寿
荘

ウ
受
講
資
格
的
時
以
上
で
前
回

一
党
請
さ
れ
て
い
な
い
力

hv
定
員
町
人
(
各
期
却
人
)

申
し
込
み
は
、
5
丹
羽
目
(
土
)

ま
で
に
、
は
が
き
(
1
人
1
枚
)
に

代
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
」
号
、

中
日
程

6
円
は
日

1
団
関
の
8
白

間・
平
日
今
後
6
時
3
9
時

-
臼
曜
日
午
時
9
時
ぇ
午
後
5
時

マ
会
場
福
祉
会
館
ほ
か

門

v
受
講
資
格
市
内
に
在
注
し
て
お

り
、
全
日
程
卦
片
加
で
与
る
方

申
し
込
み
は
、

6
月
6
口
(
土
)

ま
で
日
比
、
福
祉
総
務
課
庶
務
部
(
内

綿
二
一
七
)
へ
。
受
講
料
一
千
円

臨害後ひらつ力、

神
奈
川
県
保
験
室
協
会
(
電
話
。

四
五
;
四
五
一
二
一
四
一
一
)
で

は
、
電
話
を
過
し
て
韓
康
を
届
け
る

た
め
、
制
時
間
い
つ
で
も
開
け
る
漣

蹟
電
話
サ
ー
ビ
ス

~
0四
五
四
五

三
一
一
一
三
一
一
)
そ
し
て
い
る
。

マ
5
月
の
テ
ー
マ
(
月
)
撞
車
と

葉
、
(
火
)
耳
な
り
、
(
水
)
セ
ラ
ミ

{
薄
田
蜘
初
組
2
iス
}
却
人

中
日
程

6
月
四
臼

3
7月
白
日
の

醤
遇
月
、
本
山
、
金
曜
日

・
時
間
午
前
9
時
1
ロ
時

マ
講
習
内
容
商
業
簿
記
に
隠
す
る

基
瞳
知
識
と
簡
単
な
決
算
書
作
成

県
で
は
湘
南
劉
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
開
設
し
、
歯
芸
全
般
に
つ
い
て
の

相
談
(
田
県
日
を
除
く
毎
日
)
を
受

け
て
い
る
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

守
会
場
県
農
業
会
館
1
階
(
電
話

回
l
O五九一一一)

あ

た

た

か

戸
軍
司
一
地
震
の
後
、
津

l
J

罪
一
波
注
意
報
や
津
波

警
報
が
テ
レ
ど
や
ラ
ジ
オ
で
報

道
さ
れ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

違
う
の
で
し
ょ
う
か
。
波
の
高

さ
な
ど
の
基
準
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

(
子
お
河
山
岸
府
川
州
大
作
氏
)

津
波
注
意
報
や

お
答
え

!
神
停
婆
識
を
発
令

す
る
気
象
庁
に
問
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
次
の
と
お
り
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

津
波
注
意
識
は
、
も
し
か
し

た
ら
津
波
が
来
る
か
も
知
れ
な

い
場
合
に
発
令
さ
れ
る
も
の

で
、
津
波
の
高
さ
は
、
高
い
所

で
も
数
十
古
叫
極
度
包
見
込
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

津
波
警
報
は
、
樟
波
・
大
海

波
が
来
る
場
A
H
町
ま
た
は
津
波

県動物保護センターでは、捨て犬、捨てね

こによる白ら犬、むらねこの増加と、犬、ね

こによる危害を間ぐため、今回も次白日程で

いらなくなった犬、ねこの巡回収容を行う。

当日、犬を出される方は「印鑑Ji犬の鑑札j

「注射清票Jr霊犬手帳」を持書の主え金場へ

お出掛けを。なお、収容車の搾暫時間は四分

間。また、ねこは麻袋かダンボール箱に入れ

ていただきたい。

6，El6潟 (こと) 6，El13El (::1こ)
9 : 00 神 田 公 民 館 9: 00 松原公民館

9 : 25 大 野 公 民 館 9 ; 20 調賀公民館

9 : 50 畳間公民館 9: 40 花水公民館

10: 10 域島公民館 10:00 富士見公民賠

10 却金問公民臨:10: 30 中腹公民舘

10: 50 岡崎神社前:10 : 55 旭 公 民 舘

日:10 金自公民轄 11 : 15 吉沢公民館

い
所
ず
約
二
日
叫
そ
の
他
の
所

で
は
数
十
一
日
ン
討
程
度
の
見
込
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
大
津
波
が
来
る
場
合

は
、
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ

が
、
高
い
所
で
約
一
↓
円
以
上
、

そ
の
他
の
所
も
一
れ
稼
度
に
達

す
る
克
込
み
と
な
っ
て
い
る
た

議 430雪

が
来
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場

合
に
発
4
2
d
れ
る
も
の
で
、
予

相
お
口
れ
る
樟
波
の
高
さ
は
、
高
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